
大学入学共通テストを意識した
情報Ⅰの授業実践

東京都立三鷹中等教育学校
https://www.metro.ed.jp/mitaka-s/

情報科 指導教諭 能城茂雄
https://noshiro.shigeo.jp/

https://www.metro.ed.jp/mitaka-s/
https://noshiro.shigeo.jp/


能城 茂雄（のしろ しげお）
 東京都立三鷹中等教育学校（中高一貫校） 指導教諭
 奈良先端科学技術大学院大学
 情報科学研究科情報システム学専攻修了（工学修士）

 文部科学省学習指導要領等の改善に係る検討に必要な専門的作業等協
力者（共通教科情報） （平成３０年告示 指導要領【情報編】協力者）

 文部科学省高等学校情報科「情報I」「情報II」教員研修用教材検討委員、
同WG委員。

 Adobe Education Leader（AEL）/マイクロソフト認定教育イノベーター
 検定教科書 日本文教出版 情報の科学（旧学習指導要領）、情報Ⅰ 著者
 講演、セミナー等
 情報処理学会・各県教育委員会主催研修・APEC2019 CHILE 等
 依頼されれば、どこでも行きます！

https://www.naist.jp/
https://adobe-edu.net/education-leader/
https://www.microsoft.com/ja-jp/biz/education/gigaschool-miee.aspx
https://www.flickr.com/photos/apecchile2019/albums/72157706884950521


東京都立三鷹中等教育学校
昭和24年に創立身とする都立三鷹高校を、平成22年に

中等教育学校に改編。現在１４期生
 高校入学のない６年一貫校
 令和４年３月卒業生は、51名が国公立へ進学（現役のみ）

１学年４クラス 160名 6学年で960名規模
 ４年（高校１年相当）で、情報Ⅰを２単位実施



三鷹中等教育学校の場合
中高一貫校（4学級 ｘ 6学年）
途中入学なし

ICTパイロット校等、ICTの研究校としての実績
一人1台端末 ８年目
PCは日常の道具として中学1年から活用
技術科：Webページの制作
HTML+CSS+Material Design
 A modern responsive front-end framework based on Material Design

技術科：Micro:bitの活用（プログラミング）

義務教育段階での
十分なICT活用

https://benesse.jp/programming/beneprog/2018/01/27/proglesson/


令和3年度までの情報科
情報A、情報B、情報C
社会と情報、情報の科学

学校の実態に応じて、
学習内容をそれぞれが検討

キーボードが
打てない！

技術でパソコンは
触っていない

プログラミングは
難しい

データベース??
何をやればいい？



情報Ⅰの目標 （高等学校学習指導要領 解説より）

 情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問
題の発見・解決を行う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて
情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し，情報社会に主体的に参
画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

 （1） 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方
法について理解を深め技能を習得するとともに，情報社会と人との関
わりについての理解を深めるようにする。

 （2） 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決
に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

 （3） 情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的
に参画する態度を養う。

大学入学共通テストを意識し、学校毎の対応では
ない対策（学習指導要領対策）が必要

https://www.mext.go.jp/content/1407073_11_1_2.pdf


情報Ⅰを学ぶ意義
全ての高校生が身に付けるべき学習内容
例
情報活用能力の育成、問題解決能力
情報デザインの活用
コンピュータの仕組みを理解
プログラミング能力の育成
情報通信ネットワークを活用する
データを活用

例えば、
家庭でLANが
構築できる。

問題解決にデータを利活用できる

学習指導要領の意図



国立大学協会 の方針
全国に86ある国立大学の協会

https://www.janu.jp/news/9466/
アクセス日：2022年4月9日

令和4年に高校1年生に
なった生徒が該当

授業開きにおける
生徒への意識付け

https://www.janu.jp/news/9466/
https://www.janu.jp/news/9466/


三鷹中等教育学校での

情報Ⅰ における授業改革



情報Ⅰ 授業改革のポイント
授業の目標を明確に
複数教材の活用
定期テストの活用
授業の振り返り（リフレクション）による学び直し
Microsoft Formsを使った毎時間の小テスト
オンライン教材の活用
外部アセスメントの活用
＋α



授業の目標を明確にする
授業の目標の提示・クラウドによる共有



複数教材の活用
教科書（各社）だけでなく、学習指導要領対応

複数の教材をMIX
例 三鷹の場合 日文 情報Ⅰ ＋ 東書 問題集
例 A高校 東書 情報Ⅰ ＋ 東書 問題集
例 B高校 日文 情報Ⅰ ＋ 実教 問題集

さまざまなパターンが考えられる
冊子広告に

多数・副教材あり！



授業の振り返り（リフレクション）による学び直し
第１０回大会発表：ICTを活用した授業改善 ～授業リフレクションの活用～

授業の終わり数分の活用

理解度の把握

次の時間に返事をする

能城茂雄 http://noshiro.shigeo.jp/ 

授業で、
何が心に残ったか？

どこに疑問が生じたか？
どこに興味関心を持ったか？

・先生が見てくれてる
・コメントが取り上げられた
→ 次のコメントにつながる

https://www.zenkojoken.jp/wp-content/uploads/2017/07/H201_noshiro.pdf


定期テストの活用
試験（予定）
1学期 中間考査
1学期 期末考査
２学期 中間考査
２学期 ２学期末考査
３学期 学年末考査

（考査内外部テスト：Pプラス ベーシック）

DNP学びのプラットフォーム リアテンダント®

https://www.p-pras.com/basic/
https://www.dnp.co.jp/biz/solution/products/detail/1192360_1567.html


Microsoft Formsを活用した理解度チェック

学習前に
問題を
チェック

授業を実
施

問題に取
り組む

別教材に
よる復習

Plan Do Check Action



Formｓのイメージ
正解を答えることが目的ではなく
考えること・学ぶ内容を
把握することが目的



オンライン教材の活用



とある講演で鹿野先生が提示したスライドから

教員は教えたがり

これからは生徒が、
「自ら学ぶ」が重要

「教える」から「学ぶ」へ
授業改善を試みる！



これまで行ってきた「 」授業

はじめようプログラミング
～「アルゴロジック」「1時間で学ぶソフトウエアの
仕組み」を経て、Java Scriptへ
 https://www.wakuwaku-catch.net/事例37東京都立三鷹中等教育学校/

概要
基本となるプログラムをゆっくり教える
教える（手を止める）・試す の繰り返し

https://www.wakuwaku-catch.net/%E4%BA%8B%E4%BE%8B37%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E7%AB%8B%E4%B8%89%E9%B7%B9%E4%B8%AD%E7%AD%89%E6%95%99%E8%82%B2%E5%AD%A6%E6%A0%A1/


オンライン教材の活用
全てを教師が教えるのでなく、自ら学ぶ授業設計
Pスタディ・Pプラス
https://www.p-pras.com/

Progate
https://prog-8.com/

Paiza
https://paiza.jp/works

https://www.p-pras.com/
https://prog-8.com/
https://paiza.jp/works


外部アセスメントの活用
Pプラス ベーシック によるアセスメント測定
 https://www.p-pras.com/basic/

https://www.p-pras.com/basic/


Pプラス ベーシックの結果（２０２２）

 ベネッセコーポレーション教科「情報」最前線より引用



＋α → 教師の専門性

様々な取り組みを教師がどのようにアレンジするか

これまでの経験 ＋ 良い実践の吸収 ＋ 教材研究 が重要
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